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作業に参加の皆様、ご苦労様でした。
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・河合様、忙しいスケジュールの中、ありがとう

ございます。本日の卓話よろしくお願いします。

・知らない間にマルチプル

皆さんのご協力にあらためて感謝致します。

・先日の奉仕作業時、カギを失くし、皆さんにご

迷惑をおかけしました。出てきて本当に良かっ

たです。ありがとうございました。

・会員誕生日のお祝をありがとう。

・夫人誕生日のお祝をありがとう。

・郡上八幡観光協会副会長

きありがとうございます。歓迎致します。この

後の卓話もよろしくお願い致します。
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・各務原・郡上長良川・各務原中央・各務原かか

みの RC より、例会変更の案内

・ぎふ犯罪被害者支援センターより講演会の案内

・郡上市環境水道部より、「郡上市清流シンポジ

ウム」の開催について
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・地区大会実行委員会より、大会参加のお礼状

・米山奨学会より、「ハイライトよねやま
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・山下友幸親睦委員
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会 長の時 間

りましたが、当所の目的を充分に達成した充実し

た作業ではなかったかと思います。こうした事に

際しましては、委員長は元より皆様方の深いご理

解・ご協力のおかげと深く感謝とお礼を申し上げ

ます。ありがとうございました。また、

日・15 日に行われました地区大会

加の皆様ご苦労様でした。

 本日は、今年

ました地区の会員増強研修セミナーにおいて、第

二ゾーンロータリー公共イメージ・コーディネー

ターの高野孫左ヱ門氏

り抜粋したものをご紹介します。

『クラブが活性すると、成果が出る。成果が出る

と、地域の認知度が上る。認知度が上がると、ロ

ータリーの理解者が増えて、私もロータリーに入

りたいという仲間が増える。仲間が増えると

ブが活性化すると。こういう循環、どこがスター

トかゴールかは別として、スパイラルの中でロー

タリーの活動は、時間、時を重ねてい

と思います。増強というのは、仲間を増やすとい

うところの話になります。このために何をするの

ですか？というと、理解者を増やす、その為には、

ロータリーをよく知って頂く。良いことは黙って

するものだ、良いことは黙ってするという日本文

化の特性はありますが、一方、伝えなければ知ら

れないという時代に入ってきています。
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りましたが、当所の目的を充分に達成した充実し
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り抜粋したものをご紹介します。 

『クラブが活性すると、成果が出る。成果が出る

と、地域の認知度が上る。認知度が上がると、ロ
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と思います。増強というのは、仲間を増やすとい

うところの話になります。このために何をするの

ですか？というと、理解者を増やす、その為には、

ロータリーをよく知って頂く。良いことは黙って
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れないという時代に入ってきています。
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による特別講演よ

 

『クラブが活性すると、成果が出る。成果が出る

と、地域の認知度が上る。認知度が上がると、ロ

ータリーの理解者が増えて、私もロータリーに入

りたいという仲間が増える。仲間が増えるとクラ

ブが活性化すると。こういう循環、どこがスター

トかゴールかは別として、スパイラルの中でロー

タリーの活動は、時間、時を重ねているのだろう

と思います。増強というのは、仲間を増やすとい

うところの話になります。このために何をするの

ですか？というと、理解者を増やす、その為には、

ロータリーをよく知って頂く。良いことは黙って

するものだ、良いことは黙ってするという日本文

化の特性はありますが、一方、伝えなければ知ら

れないという時代に入ってきています。』 

回会長・幹

各務原・郡上長良川・各務原中央・各務原かか

・ぎふ犯罪被害者支援センターより講演会の案内 

・郡上市環境水道部より、「郡上市清流シンポジ

 

号」 

にて 

日に行われまし

た社会奉仕委員会の計画

で、郡上警察署美化活動に

対しましては、天候にも何

とか恵まれ、怪我・事故も

なく、限られた時間ではあ

りましたが、当所の目的を充分に達成した充実し

た作業ではなかったかと思います。こうした事に

際しましては、委員長は元より皆様方の深いご理

解・ご協力のおかげと深く感謝とお礼を申し上げ
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、親睦旅行に参

日に四日市都ホテルであり

ました地区の会員増強研修セミナーにおいて、第

二ゾーンロータリー公共イメージ・コーディネー

による特別講演よ

『クラブが活性すると、成果が出る。成果が出る

と、地域の認知度が上る。認知度が上がると、ロ

ータリーの理解者が増えて、私もロータリーに入

クラ

ブが活性化すると。こういう循環、どこがスター

トかゴールかは別として、スパイラルの中でロー

るのだろう

と思います。増強というのは、仲間を増やすとい

うところの話になります。このために何をするの

ですか？というと、理解者を増やす、その為には、

ロータリーをよく知って頂く。良いことは黙って

するものだ、良いことは黙ってするという日本文

化の特性はありますが、一方、伝えなければ知ら
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1．郡上八幡の観光の現状

 郡上八幡は、旧郡上郡八幡町の通称名として使

われている。岐阜県の中央に位置し人口

人ほど

町である。平成

し、現在は郡上市八幡町になっている。

 郡上八幡は、土地の

間総雨量が

高温多湿の地で、石灰岩を含む複雑な斜褶曲構造

のため保水力に恵まれ、豊富な湧水や冷泉がいた

るところに見られる。

 永禄

政治経済・文化の中枢として発展してきた。

代藩主遠藤常友は、城下の大火災をきっかけに町

並み整備を手がけ、基盤の目にそった町家つくり

とともに、軒下に水路を巡らせた。また路地のつ

きあたりには寺を配し避難場所とした。間口が狭

く奥行きの長い町家や、防火のための袖壁、紅殻

格子など、今もその風情を残している。

 現在郡上八幡を訪れる方の主な目的は、「郡上

おどり」「市内散策」「魚釣り」等であるが、

年代後半までの郡上八幡の観光は、「郡上おどり」、

「郡上八幡城」、「鍾乳洞」を観光の主力として

きた。観光地づくりとしての意図的な政策があま

りなく、単に受け入れ

サービスが主流であった。

資源を「食いつぶす」に過ぎなかった。そんな中

にあって、昭和

くり構想」や、昭和

ふるさと」をテーマとする新・八幡町総合計画が

示された。また、平成

に宗祇水

全シンポジウムの開催などがあり、「水」や、「町

並み」を中心とした町づくりの気運が高まってい

った。

 昭和

とした「八幡町アメニティマート構想」が策定さ

れ、アートピアふるさと会員制度の導入は同大使

を任命し、県外での郡上八幡を思う人を含めた町

づくりが進められた。また、市街地整備では点か

ら線、線から面に向けた散策ルートのための「郡

上八幡ポケットパーク構想」や、郷土料理として

の「グルメ
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．郡上八幡の観光の現状

郡上八幡は、旧郡上郡八幡町の通称名として使

われている。岐阜県の中央に位置し人口

人ほど(郡上市全体の人口は約

町である。平成

し、現在は郡上市八幡町になっている。

郡上八幡は、土地の

間総雨量が 2800

高温多湿の地で、石灰岩を含む複雑な斜褶曲構造

のため保水力に恵まれ、豊富な湧水や冷泉がいた

るところに見られる。

永禄 2年(1559)

政治経済・文化の中枢として発展してきた。

代藩主遠藤常友は、城下の大火災をきっかけに町

並み整備を手がけ、基盤の目にそった町家つくり

とともに、軒下に水路を巡らせた。また路地のつ

きあたりには寺を配し避難場所とした。間口が狭

く奥行きの長い町家や、防火のための袖壁、紅殻

格子など、今もその風情を残している。

現在郡上八幡を訪れる方の主な目的は、「郡上

おどり」「市内散策」「魚釣り」等であるが、

年代後半までの郡上八幡の観光は、「郡上おどり」、

「郡上八幡城」、「鍾乳洞」を観光の主力として

きた。観光地づくりとしての意図的な政策があま

りなく、単に受け入れ

サービスが主流であった。

資源を「食いつぶす」に過ぎなかった。そんな中

にあって、昭和

くり構想」や、昭和

ふるさと」をテーマとする新・八幡町総合計画が

示された。また、平成

に宗祇水(県史跡

全シンポジウムの開催などがあり、「水」や、「町

並み」を中心とした町づくりの気運が高まってい

った。 

昭和 62 年“景観を生かしたまちづくり”を基調

とした「八幡町アメニティマート構想」が策定さ

れ、アートピアふるさと会員制度の導入は同大使

を任命し、県外での郡上八幡を思う人を含めた町

づくりが進められた。また、市街地整備では点か

ら線、線から面に向けた散策ルートのための「郡

上八幡ポケットパーク構想」や、郷土料理として

の「グルメ猪鹿鳥」が民間の手で創作された。昭

63 年、八幡町の愛称として活用するために「郡
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．郡上八幡の観光の現状 

郡上八幡は、旧郡上郡八幡町の通称名として使

われている。岐阜県の中央に位置し人口

郡上市全体の人口は約

町である。平成 16 年 3 月旧郡上郡

し、現在は郡上市八幡町になっている。

郡上八幡は、土地の 90％以上が山林であり、年

2800 ミリ、年間平均気温が

高温多湿の地で、石灰岩を含む複雑な斜褶曲構造

のため保水力に恵まれ、豊富な湧水や冷泉がいた

るところに見られる。 

(1559)郡上八幡城が築かれ郡上一円の

政治経済・文化の中枢として発展してきた。

代藩主遠藤常友は、城下の大火災をきっかけに町

並み整備を手がけ、基盤の目にそった町家つくり

とともに、軒下に水路を巡らせた。また路地のつ

きあたりには寺を配し避難場所とした。間口が狭

く奥行きの長い町家や、防火のための袖壁、紅殻

格子など、今もその風情を残している。

現在郡上八幡を訪れる方の主な目的は、「郡上

おどり」「市内散策」「魚釣り」等であるが、

年代後半までの郡上八幡の観光は、「郡上おどり」、

「郡上八幡城」、「鍾乳洞」を観光の主力として

きた。観光地づくりとしての意図的な政策があま

りなく、単に受け入れのための環境整備や目先の

サービスが主流であった。歴史的な文化遺産等の

資源を「食いつぶす」に過ぎなかった。そんな中

にあって、昭和 57 年度の「水空間を生かした町づ

くり構想」や、昭和 59 年 3

ふるさと」をテーマとする新・八幡町総合計画が

示された。また、平成 60 年には環境庁の名水百選

県史跡)が選ばれ、第

全シンポジウムの開催などがあり、「水」や、「町

並み」を中心とした町づくりの気運が高まってい

年“景観を生かしたまちづくり”を基調

とした「八幡町アメニティマート構想」が策定さ

れ、アートピアふるさと会員制度の導入は同大使

を任命し、県外での郡上八幡を思う人を含めた町

づくりが進められた。また、市街地整備では点か

ら線、線から面に向けた散策ルートのための「郡

上八幡ポケットパーク構想」や、郷土料理として

猪鹿鳥」が民間の手で創作された。昭

年、八幡町の愛称として活用するために「郡
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副会長 河合

 

郡上八幡は、旧郡上郡八幡町の通称名として使

われている。岐阜県の中央に位置し人口

郡上市全体の人口は約 4万 8千人

月旧郡上郡 7ヶ町村が合併

し、現在は郡上市八幡町になっている。

％以上が山林であり、年

ミリ、年間平均気温が

高温多湿の地で、石灰岩を含む複雑な斜褶曲構造

のため保水力に恵まれ、豊富な湧水や冷泉がいた

郡上八幡城が築かれ郡上一円の

政治経済・文化の中枢として発展してきた。

代藩主遠藤常友は、城下の大火災をきっかけに町

並み整備を手がけ、基盤の目にそった町家つくり

とともに、軒下に水路を巡らせた。また路地のつ

きあたりには寺を配し避難場所とした。間口が狭

く奥行きの長い町家や、防火のための袖壁、紅殻

格子など、今もその風情を残している。

現在郡上八幡を訪れる方の主な目的は、「郡上

おどり」「市内散策」「魚釣り」等であるが、

年代後半までの郡上八幡の観光は、「郡上おどり」、

「郡上八幡城」、「鍾乳洞」を観光の主力として

きた。観光地づくりとしての意図的な政策があま

のための環境整備や目先の

歴史的な文化遺産等の

資源を「食いつぶす」に過ぎなかった。そんな中

年度の「水空間を生かした町づ

3月「水とおどりと心の

ふるさと」をテーマとする新・八幡町総合計画が

年には環境庁の名水百選

が選ばれ、第 1回全国水環境保

全シンポジウムの開催などがあり、「水」や、「町

並み」を中心とした町づくりの気運が高まってい

年“景観を生かしたまちづくり”を基調

とした「八幡町アメニティマート構想」が策定さ

れ、アートピアふるさと会員制度の導入は同大使

を任命し、県外での郡上八幡を思う人を含めた町

づくりが進められた。また、市街地整備では点か

ら線、線から面に向けた散策ルートのための「郡

上八幡ポケットパーク構想」や、郷土料理として

猪鹿鳥」が民間の手で創作された。昭

年、八幡町の愛称として活用するために「郡

河合 徹様 

郡上八幡は、旧郡上郡八幡町の通称名として使

われている。岐阜県の中央に位置し人口 1万 5千

千人)の城下

ヶ町村が合併

し、現在は郡上市八幡町になっている。 

％以上が山林であり、年

ミリ、年間平均気温が 12.3 度と

高温多湿の地で、石灰岩を含む複雑な斜褶曲構造

のため保水力に恵まれ、豊富な湧水や冷泉がいた

郡上八幡城が築かれ郡上一円の

政治経済・文化の中枢として発展してきた。第 6

代藩主遠藤常友は、城下の大火災をきっかけに町

並み整備を手がけ、基盤の目にそった町家つくり

とともに、軒下に水路を巡らせた。また路地のつ

きあたりには寺を配し避難場所とした。間口が狭

く奥行きの長い町家や、防火のための袖壁、紅殻

格子など、今もその風情を残している。 

現在郡上八幡を訪れる方の主な目的は、「郡上

おどり」「市内散策」「魚釣り」等であるが、1970

年代後半までの郡上八幡の観光は、「郡上おどり」、

「郡上八幡城」、「鍾乳洞」を観光の主力として

きた。観光地づくりとしての意図的な政策があま

のための環境整備や目先の

歴史的な文化遺産等の

資源を「食いつぶす」に過ぎなかった。そんな中

年度の「水空間を生かした町づ

月「水とおどりと心の

ふるさと」をテーマとする新・八幡町総合計画が

年には環境庁の名水百選

回全国水環境保

全シンポジウムの開催などがあり、「水」や、「町

並み」を中心とした町づくりの気運が高まってい

年“景観を生かしたまちづくり”を基調

とした「八幡町アメニティマート構想」が策定さ

れ、アートピアふるさと会員制度の導入は同大使

を任命し、県外での郡上八幡を思う人を含めた町

づくりが進められた。また、市街地整備では点か

ら線、線から面に向けた散策ルートのための「郡

上八幡ポケットパーク構想」や、郷土料理として

猪鹿鳥」が民間の手で創作された。昭

年、八幡町の愛称として活用するために「郡



上八幡宣言」が行なわれた。新・八幡町総合計画

では、町つくりに関し「町民、事業者、行政がそ

れぞれの役割と責任を自覚し、互いに信頼しあい、

一体となって現実する。」としている。 

 現在では、水環境の整備、町並み保存等のハー

ドと郡上八幡産業振興公社が行っている「町並み

観光案内人」「食べ歩き」「達人座」「合宿文化

村」「郡上おどり体験」などのソフト事業がうま

く絡み合って、夏場だけでなく、通年で多くの観

光客に訪れていただけるようになった。 

2．郡上おどり 

 山間地にあって、人情こまやかな里人が、いつ

の時代いかなる圧制にもくずれることなく、常に

心のよりどころとして育んできたのが「郡上おど

り」である。奥美濃地方をはじめ飛騨の歴史をつ

づる「飛州志」によれば、文禄 4年(1595)朝鮮戦

役の勝利を祝っておどりを踊ったとの記述があり、

これを起源(1590 年)としている。 

 例年は7月中旬から9月上旬まで30数夜行われ

る。郡上おどりは、ゆっくりしたテンポからリズ

ミカルなもの、または、三味、太鼓、横笛など鳴

り物が入る曲から、唄のみで踊るものなど多種多

様で、踊りの 1フレーズが易しく、巧みな 10 曲の

組み合わせによって夜を徹して踊れる工夫がされ

ている。10 曲全てが国の重要無形民俗文化財に指

定されている。 

 郡上おどりは、縁日を取り持つ地区の自治会や、

奉賛会、団体等が主体となっている。いわゆる郡

上おどりは縁日の集まりであり、祭礼の後に踊ら

れその町内や、近所から集まってきた人たちの娯

楽の場であり、コミュニケーションの場でもある。 

 8月の徹夜おどり 4日間を含め 30数夜にわたる

郡上おどりは、おそらく全国に例のないロングラ

ンのイベントである。これを支える市民や関係者

の踊りに対する熱意や理解は今も続くが、世代交

代や高齢化による伝統的な行事の維持や、その意

味合いが薄れつつある現実に危機感を訴える声も

ある。縁日をたてる理由や、世話人が高齢化して

いる現実も含め、今後どう対処(変化)していくの

か、今問われつつある大きな課題である。 

 郡上おどりの最大の特徴と魅力は「参加する踊

り」というところである。全国には多くの民謡が

あるが、その多くは見る民謡、見せる踊りである。

美的な芸術性や技能の高さを特徴とするが、郡上

おどりは参加することそのものが特徴である。や

や画一的な中で生活させられているような社会背

景にあって、踊り手自らの体の動きが、自由な自

己表現の場や機会になっているところに大きな魅

了があると思われる。 

 郡上おどり保存会は、大正 11 年に有志によって

結成された。踊りの輪が年々大きくなり、その運

営や踊り場の整理のために各町内に呼びかけたの

が始まりとされている。現在は、会場でのお囃子

と踊り場の整理の他、郡上おどりの上手な人に審

査を経て郡上おどり免許状を交付している。保存

会の費用弁償は、踊り期間中以外での出張公演を

除いて無報酬である。例年、郡上おどり日程に出

役した保存会員は延べで約 1,700 人になる。郡上

おどりの保存継承については長年の課題であった

が、平成に入り、将来を担う子どもたちへ郡上お

どりを伝えていく機運が盛り上がり、各小学校下

の地区公民館を中心に、小中学生を対象としたジ

ュニアクラブが立ち上がった。指導講師は、保存

会員を含め地域の民謡クラブ会員らも加わり講習

会が行われ、今も活動が続けられている。さらに、

一般社会人の有志によるおはやしクラブが公民館

単位で結成され、縁日踊りの開始前の演奏や、地

区での盆踊り大会等で活躍している。 

3．水を生かした町づくり 

 郡上八幡は水の町である。清流と山に囲まれて

いるため湧水が豊富である。町のいたる所を用水

が流れ、夏には多くの子どもたちが川遊びを楽し

む。 

 昭和 48～52 年にかけて多摩美術大学渡部一二

教授らが中心となった水環境調査研究グループが

八幡町市街地内の水路、洗い場・カワド、井戸、

水屋や水舟などによる伝統的水利用施設について

調査を行った。近世初期の城下町整備による水路

と河川・地下水・山水・湧き水などを利用した伝

統的な水利用形態が残るものとして、その調査結

果は日本建築学会で発表され、郡上八幡が水の町

として全国へ発信される契機となった。 

 同時に自治会や女性の会、さつきの会などでは

水環境への取り組みが始まり、八幡町では昭和 59

～平成 9年に水を活かしたポケットパークの整備

を行った。その一つであるいがわ小径は、近隣住

民のため水路の共同洗い場として改修され、水路

に魚が放たれている。この水路による景観は多く

の観光客の興味を引きつけ、現在は観光資源とな

っている。 

4．町並み保存 

 水路整備に先立ち、住民組織として全戸加入の

町並み保存会が 3町内で発足された。昭和 61 年柳

町町並み保存会、続いて平成 3年に職人町町並み

保存会、平成 5年に鍛冶屋町町並み保存会が発足

され、何れも水路部会、景観部会、建物審査部会

により構成される。 

 歴史的水路整備では各戸の前にはせぎ板を落と

す溝をつけた郡上石三面張りの水路に改修し、こ

れにより水路と町並みと町家による景観が形成さ

れた。また同町内の水路には新たにポケットパー

クを行政で整備し、町並み保存会の水路部会と景

観部会がこれら水路とポケットパークを管理して

いる。現在、この 3町内は、用水路も開渠となっ

ており、古い町並みとして人気の高い観光散策コ

ースとなっている。 

5．町並みを活かしたまちづくり 

①建物審査による景観形成 



 上記町並み保存会では建物審査部会として、伝

統的な町家を継承する意匠や要素を取り入れた建

築基準を定め、住民で組織した建物審査委員会に

より審査を行ってきた。先述した町並み環境整備

事業のルールづくりでは平成14年度に9自治会が

町並みづくり町民協定(中央地区)を定め、平成 16

年 1 月には 21 自治会で、住居系建坪率の緩和と併

せて協定を締結した(東部・北部・南部地区)。こ

こでも自治会から選出された建物審査委員による

審査委員会で審査を行っている。 

 平成 26 年 2 月郡上八幡の北町地区の一部が、伝

統的建造物群保存地区に指定された。 

②郡上八幡市街地まちづくり協議会の活動 

 平成 10 年に発足したまちづくり協議会では、活

動形態を変えながら第 3期行った。それぞれの部

会で活動がなされているが、これまで空き家活用

実験に主体的に関わったり、空き地や駐車場に板

塀を設置する板塀プロジェクトを進めている。 

③交通体系の整備 

 市街地の水辺空間や町家群を活かした景観形成

が進められる中、都市計画道路の見直しが行われ、

市街地の景観に大きな影響を及ぼす町の中心を南

北に縦断する都市計画道路が平成 15 年に廃止さ

れ、安価で乗降しやすいコミュニティバス(まめバ

ス)が導入された。また、これまで整備が進められ

てきたバイパス道路と併せて大型バスの市街地内

乗り入れを計画誘導している。これら交通体系の

整備により近世初期に整備された城下町の姿をそ

の通りや地割りに見ることができる。 

6．郡上八幡観光協会 

 昭和 27 年 4 月発足。翌年の 28 年には郡上おど

り発祥記念碑の建立とともに、念願であった総檜

造りの踊屋形の建造に総力をあげて取り組みが行

われた。昭和 29 年 6 月名古屋市において全日本観

光連盟総会が開催され、郡上おどりの出演ととも

に、郡上八幡の観光宣伝が精力的に進められた。 

 郡上おどりは、昭和 30 年代に全国的に脚光をあ

びることとなる。 

 昭和 57 年、NHK 銀河テレビ小説「旅人」のロケ

地に選定を受けるとともに、昭和 60 年には、環境

庁が行う「名水百選」の湧水部門で「宗祇水」が

紹介され、人の生活と水が注目を浴びることにな

り、踊りを中心とした夏型観光から、春、夏、秋

を中心とした通年型観光のきっかけを作ることと

なった。 

 昭和 59 年、協会に専任の事務局員を配置すると

ともに、観光協会内に誘致部門及び施設部門等の

部制をとり組織体制の強化が図られた。これまで

の会員数 100 弱から大幅な会員増となっており、

現在は 350 名ある。 

 主な活動として、郡上おどりを中心とした観光

キャンペーン、郡上おどり提灯の設置、ボンボリ

灯(171 基)の管理、夏夜の川辺の風情を盛り上げ

るカンテラ(万灯)250 個を設置、過去には吉田川

ジャンプコンテストの開催(H19 から廃止)などが

ある。 

 また、全国各地のイベント等で物産販売を行い

地域 PR に努めている。 

 平成元年には、長年要望してきた東京銀座祭り

での郡上おどり出演が決定、翌年にはロサンゼル

ス公演を、平成 20 年には郡上おどり in トロント

などの海外公演も、観光協会を中心とした実行部

隊を編成し実現した。平成 3年には郡上おどり発

祥 400 年を記念し、「郡上おどりを通しての町民

の思い出つくり」をテーマとした多くのイベント

が開催された。特に観光協会が担当した「全国 3

大盆踊りの競演」には、多くの町民がそれぞれの

民謡に参画した。 

 平成 6年、郡上藩の下屋敷が東京青山にあった

ことの縁から、青山外苑前商店街振興組合と郡上

八幡観光協会との共同事業として港区青山梅窓院

を会場にして郡上おどりを行う「郡上おどり in 青

山」が始まり現在も行っている。現在は、秩父宮

ラグビー場駐車場に会場を移し開催している。 

7．郡上八幡産業振興公社 

 平成 6年 5月に八幡町役場が新庁舎へ移転した

ことに伴い、昭和 11 年に建設され長年町民に親し

まれてきた旧庁舎及びその一帯の新たな活用方策

が検討された。結果、“観光を機軸とした産業振

興の拠点施設”として整備・活用する方針が定ま

り、平成 10年より改修工事に着手。同年、旧庁舎

本体及び付属の土蔵が国登録文化財に指定され、

名称も「郡上八幡旧庁舎記念館」と決定した。 

 合わせて、産業振興にかかわるイベント・コン

ベンション並びに新たな観光開発事業を積極的に

展開し、郡上八幡の発展と観光交流を機軸とした

産業振興を図る運営組織として、八幡町の呼びか

けにより商工会・観光協会等の経済団体(10 団体)

が基金造成を行い、平成 11 年 7 月に郡上八幡産業

振興公社が設立された。・・・中略・・・ 

8．今後の展開 

 平成20年7月5日に東海北陸自動車道が全線開

通した。このことによって郡上市は、環太平洋の

玄関となる中部国際空港(セントレア空港)と、今

後一層の経済交流が見込める中国・韓国などの玄

関となる富山空港をはじめとする氷見港・富山港

など、郡上市との距離は 2時間範囲のエリアにあ

る。いわゆる沿岸地帯としての観光を含めた産

業・経済交流が可能な位置にある。さらに大都市

圏内にはない日本固有の文化歴史や自然環境に恵

まれている。さらに自動車道沿線には、飛騨高山、

世界文化遺産の白川郷などがあり、一層の飛躍が

可能である。今後は関係県、市が協力してより広

域的観光事業を展開する必要がある。 

 観光地づくりにあっては、今後とも目先の利益

ではなく、質的な高まりを主力にしながら、住む

人、生きている生活を優先した町づくりを進めて

いきたい。 


